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自然放射線の空間放射線量率 
ナノグレイ/時（ミリシーベルト/年） 
 ・実効線量への換算には0.7シーベルト/グレイを使用 

 

大地の放射線（日本） 

出典：日本地質学会ホームページより 

身の回りの放射線 
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　日本国内でも、大地からの放射線レベルが高いところと低いところがあります。県
単位で比較すると、最も高い岐阜と最も低い神奈川では年間 0.4 ミリシーベルトの差
があるといわれています。
　関東ローム層が大地からの放射線を遮へいする関東平野では、概して大地からの放
射線量は少なくなっています。一方、花崗岩には、ウラン、トリウム、カリウムなど
の放射性核種が比較的多く含まれており、花崗岩が直接地表に露出している場所が多
い西日本では、東日本より 1.5 倍ほど大地からの放射線量が高い傾向があります。
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屋内ラドン 
屋内ラドンからの被ばくの地域差（算術平均Bq/m3） 

出典：国連科学委員会(UNSCEAR）報告書より 

身の回りの放射線 

Bq/m3：ベクレル/立方メートル 

　ラドンは、地下に広く存在するラジウムがアルファ壊変することにより発生する放
射性の希ガスです。気体であることから、地中から出て家屋の中にも入り込みます。
ヨーロッパのような石作りの家で生活する地域では、屋内ラドン濃度が高くなり、結
果、被ばく線量が高くなる傾向にあります。
　屋内ラドン濃度の世界平均は、1立方メートル当たり 39ベクレルですが、日本で
は 16ベクレルです。屋内ラドンからの内部被ばく量にも、大きな地域差が存在して
います。
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